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１．はじめに 

 この度は、萬拵屋商品をお買い上げいただきましてありがとうございます。この 

説明書を取り付け前によくお読みいただき正しく取り付けをお願いいたします。取り

付けに際しましてはすべて自己責任でお願いします。当方はいかなる場合も一切責任

を負いません。 

 

２．製品に関して 

この製品はカワサキ社のＷ６５０用に製作されたウィンカー制御ユニットです。 

また、ハーレーダビッドソンのＭＡＴＥ－Ｎ－ＬＯＫ１０ピンコネクタ仕様の 

ＴＳＭ（ターンシグナルモジュール）の代替えにも対応可能です。 

さらにはウィンカー回路構成がＷ６５０同等であれば、他のオートバイでも利用 

は可能かと思われます。ただしユニットの動作電圧は、１２V～１６V仕様になり 

ます。現在２００５年式Ｗ６５０および１９９３年式ＦＬＨＴＣウルトラのサイ 

ドカー仕様で動作検証していますが、他同等のユニットにては検証しておりませ 

んので流用につきましては各自自己責任でお願いします。 

ＬＥＤでのご使用につきましてはマイコン＋リレーでの制御ですのでハイフラ等 

なしでご使用いただく事が可能です。 

 

各種設定は使用される方の好みに合わせられるよう複雑に設定項目がありますが、 

それなりにおすすめのモードでご使用いただき、その後好みに合わせて設定して 

いただければ幸いです。（おすすめは製作者の好みですが・・・） 

 

   ハーレーダビッドソンへのＴＳＭは下記のタイプの物になります。 

   他のタイプへの流用はおそらく可能かと思われますが当方資料等がありませんので

各自のお調べになった範囲で流用いただきますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

   ウィンカーユニット本体の防水等対策はしてありませんので、取付には雨水等の 

かからない位置に取り付けいただきますようお願いいたします。 
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３．商品構成 

  ＊コントロールユニット    １個 

＊説明書           １冊 

＊説明ＣＤ          １枚 

＊車体貼り付けマジックテープ １枚 

＊Ｗ６５０用ハーネス     １式（WACU-W650 に附属） 

＊ＨＤ・ＴＳＭ代用ハーネス  １式（WACU-HDTSM に附属） 

＊接続ギボシ         １式（WACU-STD に附属） 

 

４．機能 

＜オートキャンセル機能＞ 

このユニットを取り付けることによりウィンカー操作をウィンカー点滅最初の 1 回目、

２回目、３回目でオフすることにより内部スイッチで設定した時間・走行距離（速度

信号の接続が必要）で自動的に点滅動作を終了します。速度信号のない車種もしくは

接続されない場合は半固定ボリュームでの時間設定値でキャンセル動作も可能です。 

また、ウィンカースイッチをＯＮのままの場合は通常のウィンカー動作も可能です。

ハーレー等プッシュスイッチの場合は、１回目の点滅中に離すと通常のウィンカー動

作、２回目・３回目で離した場合はオートキャンセル動作、それ以上は離すとＯＦＦ

する動作になります。（後述のモード説明を参照してください） 

 

＜ハザード機能＞ 

ウィンカースイッチ操作でハザード動作も可能になっています。 

Ｗ６５０の場合は左右どちらかにＯＮしたあとすぐに反対側へＯＮすることでハザー 

ド動作を実行します。ハーレーの場合は左右スイッチを同時押しすることでハザード 

動作します。 

 

＜距離・回数等に関する設定＞ 

内部には動作をＷ６５０的な通常のプッシュキャンセル式のスイッチとハーレー等の

プッシュオン式のスイッチの選択、速度信号取り込みの状態選択、多彩な動作モード

等が設定可能です。また設定用の半固定抵抗で点滅速度等・速度信号の１パルスでの

距離数、キャンセル時間等々を設定することが可能です。詳細は後述のモード説明を

参照してください。 

 



 4

５．通常の操作方法 

操作はウィンカーの点灯～消灯を繰り返す点滅の回数で制御されます。 

この回数目の時にスイッチをＯＦＦすることで各動作が実行されます。 

 
 

＜Ｗ６５０等のスイッチの場合＞（プッシュ解除、通常の左右でＯＮを含む） 

１回目の点滅中にＯＦＦされた場合（プッシュ解除された場合） 

  ＞＞ＡｕｔｏＣａｎｃｅｌ動作１ 

    再度のスイッチＯＮ・ＯＦＦで解除されます。 

    動作中の逆方向ＯＮは現動作解除してその方向の開始になります。 

２回目の点滅中にＯＦＦされた場合（プッシュ解除された場合） 

  ＞＞ＡｕｔｏＣａｎｃｅｌ動作２ 

    再度のスイッチＯＮ・ＯＦＦで解除されます。 

    動作中の逆方向ＯＮは現動作解除してその方向の開始になります。 

３回目点滅以降もＯＮのままの場合 

  ＞＞通常連続点滅動作 

    ＯＦＦされた時点で点滅終了。 

    動作中の逆方向ＯＮは現動作解除してその方向の開始になります。 

１回目の点滅中に逆方向にＯＮされた場合 

  ＞＞ハザード動作を始めます 

    ＯＦＦで解除になります。 
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＜ハーレー等のスイッチの場合＞（プッシュでＯＮ、離すとＯＦＦのスイッチ） 

１回目の点滅中に離された場合 

  ＞＞点滅動作を開始します・・通常連続点滅動作 

    再度のプッシュＯＮで解除されます。 

    動作中の逆方向ＯＮは現動作解除して逆方向の開始になります。 

２回目の点滅中に離された場合 

  ＞＞ＡｕｔｏＣａｎｃｅｌ動作１ 

    再度のプッシュＯＮで中止されます。 

    動作中の逆方向ＯＮは現動作解除して逆方向の開始になります。 

３回目の点滅中に離された場合 

  ＞＞ＡｕｔｏＣａｎｃｅｌ動作２ 

    再度のプッシュＯＮで中止されます。 

    動作中の逆方向ＯＮは現動作解除して逆方向の開始になります。 

上記以上の回数以上押された状態のままの場合は離すと点滅動作解除になります。 

左右の同時押しをした場合（離すタイミングは任意） 

  ＞＞ハザード動作を始めます 

    再度いずれかのＯＮ・ＯＦＦで解除します。 

    開始のタイミングは同時でもずれていても可能です。 

    （どちらかが押されてすべてが離されるまでに両方ＯＮが存在すればＯＫ） 
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６．動作の説明 

 ［単純動作の場合］・・・・・モード０ 

     オートキャンセル動作無効です。 

     Ｗ６５０では通常の操にハザード機能追加のみになります。 

     ＨＤでは１回目の点滅で離した場合でウインカー動作開始、さらにワンプッシ 

     ュで動作終了です。押し続けた場合は離した時点で動作終了になります。 

     また同時押しでハザード動作になります。 

 ［時間動作の場合］・・・・・モード１～２ 

   ＜ＡｕｔｏＣａｎｃｅｌ動作１＞・・・(Acan1) 

     車線変更時等のウィンカー操作を意図しています。 

     点滅開始後ボリューム２での設定時間で自動的に終了します。 

     速度信号取り込みの場合、設定点滅以内で停止した場合は点滅を継続し、走行 

開始後設定回数で終了します。 

   ＜ＡｕｔｏＣａｎｃｅｌ動作２＞・・・(Acan2) 

     交差点での右左折時等のウィンカー操作を意図しています。 

     Ａｕｔｏ１Ｃａｎｃｅｌ動作の倍の時間でキャンセルされます。 

     速度信号取り込みの場合は設定点滅以内で停止した場合は点滅を継続し、走行 

開始後は設定時間の７割ほどで終了します。 

   各動作を自身の運転パターンに合わせて設定していただいてご使用ください。 

 ［時間・距離動作の場合］・・モード３～７ 

   動作開始時の走行速度により時速３５Ｋｍ／ｈを閾値として車線変更動作・交差点 

   動作が切り替わります。但し車線変更動作中に交差点動作への閾値速度を下回った 

   場合は新たに交差点動作がその時点から開始されます。 

   車線変更動作の場合は操作開始から設定の秒数でオートキャンセルします。 

   交差点動作の場合は操作開始からの走行距離でオートキャンセルされます。途中で 

   停止の状態（信号待ち等）が発生すると、点滅は継続され再度走行開始で距離もし 

   くは設定の速度に達したらオートキャンセルされます。 

   ＜ＡｕｔｏＣａｎｃｅｌ動作１＞・・・(Acan1) 

  点滅開始時からの車線変更動作の場合は設定時間値、交差点動作の場合は走行 

     距離もしくは再走行開始後の速度値でオートキャンセルを実行します。 

   ＜ＡｕｔｏＣａｎｃｅｌ動作２＞・・・(Acan2) 

  ＡｕｔｏＣａｎｃｅｌ動作１での時間値は５０％増しの時間値で、距離値では 

     ３３％増しの距離でオートキャンセルします。 
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７．基板ディップスイッチの設定・半固定抵抗（ＶＲ１・ＶＲ２）の設定 

＜ハーレー等の速度信号線のプルアップ＞・・・・・・基板のＳＷ１ 

  ＯＦＦ：Ｗ６５０等の速度信号出力が電圧信号の場合 

  ＯＮ ：ハーレー等の速度信号出力が接点信号の場合。 

＜ウィンカースイッチの設定＞・・・・・・・・・・・基板のＳＷ２ 

     ＯＦＦ：通常のウィンカースイッチ（プッシュ解除を含む） 

     ＯＮ ：ハーレー等の押しボタンスイッチ 

   ＜ＡｕｔｏＣａｎｃｅｌ動作の設定＞・・・・・・・・基板ＳＷ３～５ 

SW3=OFF SW4=OFF SW5=OFF >> モード０ 

SW3=ON  SW4=OFF SW5=OFF >> モード１（おすすめのモードです） 

SW3=OFF SW4=ON  SW5=OFF >> モード２ 

SW3=ON  SW4=ON  SW5=OFF  >> モード３ 

SW3=OFF SW4=OFF SW5=ON   >> モード４ 

SW3=ON  SW4=OFF SW5=ON   >> モード５（おすすめのモードです） 

SW3=OFF SW4=ON  SW5=ON   >> モード６ 

SW3=ON  SW4=ON  SW5=ON   >> モード７ 

 各モードの説明は後述の詳細説明を参照してください 

   ＜交差点動作の停止後の速度によるキャンセル機能＞・・基板のＳＷ６～７ 

 交差点動作での再走行開始での速度値によるキャンセルの値を設定します。 

    各モードでの距離走行もしくはこの設定での速度に達するとオートキャンセルさ 

    れます。 

    注：モード３～７で機能します（モード０～２は意味なしです） 

                            停止後再走行開始でのキャンセル速度 

 SW6=OFF SW7=OFF         >> 25km/h（後述の微調整での調整代になります） 

 SW6=ON  SW7=OFF         >> 35km/h（おすすめの範囲です） 

 SW6=OFF SW7=ON          >> 45km/h（おすすめの範囲です） 

 SW6=ON  SW7=ON          >> 55km/h（後述の微調整での調整代になります） 

   ＜注意＞ 

    基板のＳＷ８は出荷テスト用です。ＯＦＦでお使いください。 
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   ＜各モードの説明＞ 

 モード０：単純モード（キャンセル制御無し・速度信号無し） 

         単純に通常の操作にハザード機能のみ追加の場合 

      ＨＤの場合は１回目ＯＦＦで継続点滅、２回目移行以降は押してい 

         る間のみ点滅 

    モード１：時間のみのモード 

         設定ＶＲ２での設定時間でオートキャンセルします。 

         時間はＶＲ２を左いっぱいで３秒程度（ﾜﾝﾀｯﾁｳｨﾝｶｰ適動作）で 

         右いっぱいで１５秒程度になります。 

         動作が Acan2 の場合は設定の倍時間になります。 

    モード２：時間のみのモードに停止時の継続動作が追加されます。 

         停止の検出はほぼパルスが停止に近い入力もしくは無くなった 

         場合に停止と検出します。 

         停止検出後の再走行開始では設定時間の７割ほどでキャンセルされ 

         ます。 

    モード３～７：速度・距離・時間でのモード 

         操作開始時の速度（閾値３５Ｋｍ／ｈ）で車線変更動作・交差点動作 

         が切替り下記の仕様でオートキャンセルされます。 

         車線変更動作でのキャンセル時間（８０ｋｍ／ｈ以上の場合） 

          モード３ モード４ モード５ モード６ モード７ 

          ３秒   ５秒   ７秒   ９秒   １１秒 

          ・・・高速道路のイメージなので少し長めです・・・ 

         車線変更動作でのキャンセル時間（８０ｋｍ／ｈ以下の場合） 

          モード３ モード４ モード５ モード６ モード７ 

          ３秒   ４秒   ５秒   ６秒   ７秒 

          ・・・通常の道路走行のイメージです・・・ 

         交差点動作でのキャンセル距離（停止検出がない場合） 

          モード３ モード４ モード５ モード６ モード７ 

          ６５ｍ  ７０ｍ  ７５ｍ  ８０ｍ  ９０ｍ 

         交差点動作でのキャンセル距離（停止検出後の再走行後） 

          モード３ モード４ モード５ モード６ モード７ 

          ４５ｍ  ５０ｍ  ５５ｍ  ６０ｍ  ７０ｍ 

          

         先の「ＳＷ６～７」で交差点動作停止後の再走行における速度でのキ 

         ャンセル機能の速度値が設定できます。 
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   ＜半固定抵抗（ボリューム）設定い関して＞ 

    点滅速度尾設定 （ＶＲ1）・・全モード共通です 

      ６０回／分（左方向 min）～１２０回（右方向 max） 

    車速パルスの設定（ＶＲ2）・・モードで内容が変わります 

      時間値設定・・・・・・・・・・モード１～２ 

        ３秒（左方向 min）～１５秒（右方向 max） 

      １パルスあたりの距離値設定・・モード３～７ 

        50mm/pls（左方向 min）～300mm/pls（右方向 max） 

        Ｗ６５０の場合（約２１２ｍｍ／ｐｌｓ） 

          ＶＲの目盛０（左）～１０（右）で６．５あたりに合わす 

        ＨＤの場合（約１００ｍｍ／ｐｌｓ） 

          ＶＲの目盛０（左）～１０（右）で２あたりに合わす 

        その他の車種の場合 

          目盛０（５０ｍｍ／ｐｌｓ）～目盛１０（３００ｍｍ／ｐｌｓ） 

          １目盛りで約２５ｍｍ程度変化します 

   ＜おすすめは＞（標準値） 

    車速が入力できない場合は・・・・モード１ 

                    SW1=OFF,SW2=OFF/ON,SW3=ON,SW4=OFF 

                    SW5=OFF,SW6=OFF,SW7=OFF,SW8=OFF 

    車速が入力できる場合は・・・・・モード５＋ 交差点動作距離は 45km/h 解除 

                    SW1=OFF/ON,SW2=OFF/ON,SW3=ON,SW4=OFF 

                    SW5=ON,SW6=OFF,SW7=ON,SW8=OFF 

    この設定で微調整としてＶＲ２を多少調整する事でお好みに合わせてください。 

           （パルス値の設定はＶＲなので正確な設定には無理があります） 

    右方向に回すと１パルスあたりの距離が長くなりますので、内部計測速度値は  

    実際の速度より速くなります（左は実際の速度より計測値は遅くなります）。 

    このため車線変更動作・交差点動作の速度閾値３５Ｋｍ／ｈは計測値が実際の 

    速度より速いため、実際の遅い速度で反応します。 

    また交差点動作でキャンセルされるまでの実際の距離は短くなり（１パルスあた 

    りの進む計算距離が長くなるため）、キャンセルされる実際の速度値は遅くなりま 

    す。お好みに合わせてモードを５から４・３に変更、スイッチ６・７で速い速度 

    値にずらしてください。 

 

    ・・現在の回路構成上（設定に８個のスイッチで対応）、車線変更動作での時間値、 

    交差点動作での距離速度値、動作切り替えの閾値（計測値３５Ｋｍ／ｈ固定）に 

    若干の矛盾が生じますがいずれかの設定で妥協をお願いします。 
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８．その他の説明 

＜基板上のＬＥＤの表示＞ 

モード 0・1 

  低速点滅 >> 動作中 

モード 2 

  低速点滅 >> 停止検出中 

  中速点滅 >> 速度検出中 

モード 3～7 

  低速点滅 >> 停止検出中 

  中速点滅 >> ８０Ｋｍ／ｈ以下の通常速度検出中 

  高速点滅 >> ８０Ｋｍ／ｈ以上の高速速度検出中 

  点灯   >> 交差点動作で動作中 

 

   ＜速度信号入力に関して＞ 

Ｗ６５０等のパルス入力 

０Ｖ～１２Ｖ程度の電圧パルス入力なので基板のＳＷ１はＯＦＦにします。 

Ｗ６５０ではフロントスプロケットにセンサーがあり、スプロケ１回転で４Pls 

発生します。このためスプロケット歯数が前１５、後３７（純正）時はリアタ 

イヤ：130/80-18（純正 TT100 リアタイヤ＝外形 666mm）で外周＝６６６＊３． 

１４＝２０９１．２４ｍｍですので、 

((2091.24/37)*15)/4=211.95mm(1 パルスあたりの距離) 

旧ハーレー等のスピードメーターにある接点による速度信号 

スピードメーター上部にリードリレーでワイヤー回転を検出しています。 

リードリレー（接点信号）なので基板のＳＷ１をＯＮにします。 

タイヤ１回転で２５パルス程度出ています。（１パルスで１０ｃｍ程度でした） 

（１９９３年頃のＦＬＨＴＣで確認） 
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    実機検証したＦＬＨＴＣのメーター裏面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           センサーの信号反対側はＧＮＤ接続でした 

           センサーは接点式でしたのでディップスイッチ１のプルアップ必要です 

 

   ＜ケーブル接続＞ 

橙：ウィンカー電源（１２Ｖ） ユニットの電源です 

黒：シャーシ（ＧＮＤ／０Ｖ） 回路のＧＮＤです 

紫：車速パルス信号  パルス入力です 

白：左スイッチ（ＯＮで＋１２Ｖ／ＯＦＦは解放） 

水：右スイッチ（ＯＮで＋１２Ｖ／ＯＦＦは解放） 

黄：左ウィンカー（＋１２Ｖ出力します） 

青：右ウィンカー（＋１２Ｖ出力します） 

 

   ＜許容電流＞ 

Ｗ６５０におきましては 

前後電球１５Ｗ／１２Ｖの純正規格の場合、１２Ｖ（Ｅ）での電流値（Ｉ）は 

１．２５Ａです。（Ｐ＝Ｅ＊ＩよりＩ＝Ｐ／Ｅ） 

よって電球の抵抗値（Ｒ）は約９．６オームになります。（Ｒ＝Ｅ／Ｉ） 

走行時での電圧上昇で１４Ｖ時はＩ＝Ｅ／Ｒで１４÷９．６＝１．４６Ａ程度 

になり、前後で約３Ａ程度でハザード時は６Ａほどです。 

 

   他オートバイにおきましては概ね２１Ｗ球４個（１４Ｖ時２Ａ／１個ほどなので 

   ８Ａ）程度までは可能ですが、ハーレー等の場合で多数の電球ご使用の場合はＬ 

   ＥＤ化等により総電流値が右・左前後合わせて８Ａ程度でご使用いただきますよ 

   うお願いします。 
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９．もしもユニットが故障した場合 

   Ｗ６５０ハーネスの場合はハーネスからユニットは外していただき、ハーネス白（左 

ＳＷ）と黄（左ウィンカー）を接続、水（右ＳＷ）と青（右ウィンカー）を接続、 

既設のウィンカーリレーにジャンパーコネクタを外した既設コネクタを接続する 

事で、元のウィンカーリレーの動作になります。その他のユニットにつながってい 

た線はテープ等で絶縁して未接続にしてください。 

   ハーレーの場合上記の処理でスイッチＯＮの間ウィンカー点灯なら可能と思われま

す。（ただしハーレーのウィンカースイッチの電流容量等十分検討してください） 

 

１０．配線の方法 

   Ｗ６５０への取付（ＷＡＣＵ－Ｗ６５０） 

 

ハーネスはこんな感じです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１：燃料ホースを外してタンクを取り外します。 
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２：ハーネスをフレーム右側からフレームの中に９ピンオス・メスのコネクタを 

差し込みます。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３：フレーム左側前方の内側にある９ピンのコネクタが左ハンドルのスイッチ等の 

コネクタです。ここにハーネスの９ピンコネクタを接続します。 
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４：このようにまとめてフレームの内部に格納しておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５：フレーム左側のハーネスを他の線に結束してまとめます。 
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６：まとめできたハーネスをエアクリーナとフレームパイプの間からヒューズＢＯ 

Ｘの部分に引き出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７：ウィンカーユニットを設置します。附属のマジックテープシールで左側面に固 

定します。写真に写っていますＥＴＣは撮影に使ったＷ６５０に搭載している 

もので、ウィンカーユニットには関係ありません。 
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８：ウィンカーユニットと引き込んだハーネスの線を接続します。 

紫の速度信号線は反対側フレームとエアクリーナの間から取り出しておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９：紫の線を固定しておきます。 
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１０：既設のウィンカーリレーは使いませんのでコネクタを外してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１：外したコネクタに附属の短絡用コネクタを差し込みます。 
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１２：速度信号を取り出します。速度信号は写真の３ピンコネクタです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３：取り出してある紫の線を速度信号のコネクタの黄色い線に接続します。 

 

 



 19

１４：紫の線はこのような状態でまとめます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で配線は完了です。 

 

ハーレー（１０ピンのＴＳＭ）への取付 

ハーネス接続はこんな感じです。（カウル内に装着） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＴＳＭに接続されていた車体側のコネクタをハーネスの 10Ｐコネクタを接続します。 

またハーネスギボシ側はウィンカーユニットに同じ色の線同士を接続します。 

   ハーネスは長い目に製作されています。ＦＬＨＴＣ等ではハンドルメーター部分の 

   カウル内でかなり余ると思いますが、適当にまとめて取り付けてください。 

   他の車種等でＴＳＭがタンクフレーム部分等にある場合はウィンカーユニットを設 

置出来る場所に設置いただきハーネスでＴＳＭ部分の車体側コネクタに接続してく 

ださい。 
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11:参考資料 

   ＜Ｗ６５０のウィンカー回路・・既存回路＞ 

 

   ＜Ｗ６５０のウィンカー回路・・ユニット取付時回路＞ 

 
    既存のウィンカーリレーは使用しません。付属のジャンパーコネクタでバイパス   

    しておきます。（ウィンカーリレーを経由するとユニットへの電源供給が断続され 

    異常な動作をします） 
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   ＜Ｗ８００のウィンカー回路・・既存回路＞ 

 

 ⑦のウインカーリレーを W650 と同様にバイパスして、⑩のスイッチとランプとの間に当製品を挿入

すれば可能かと思われます。実車・ハーネス資料等持ち合わせていませんので、あくまでも推測での

参考取り付け回路案になります。 

また速度信号（パルスレート・回路等）は不明のため取り込み可否はわかりません。 

参考までにサービスマニュアル(2010-2011)の関連部分を記載しておきます。 

（信号仕様はマニュアルによりますと W650 と同じ様です・・・60KM/h＝80Hz） 
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   ＜Ｗ６５０／ＦＬＨＴＣの速度信号取り出し回路＞ 

 

   ＜１９９３年式ＦＬＨＴＣのＴＳＭコネクタ＞ 

 

    コネクタ信号表 

    ⑨ 未使用  ⑩ 左ボタン 

    ⑦ 未使用  ⑧ 右ボタン 

    ⑤ 未使用  ⑥ 左ランプ 

    ③ 速度信号 ④ 右ランプ 

    ① ＧＮＤ  ② ＋１２Ｖ 

 

                   写真の左下が①です 
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    ＜基板内部＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＬＥＤ： 

動作時点滅・・モード３～７で交差点動作中は点灯 

（詳細は先述の「８．その他の説明」を参照してください） 

設定用ﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁ： 

左から①②③④⑤⑥⑦⑧で、上方向でＯＮ、下方向はＯＦＦ 

半固定抵抗： 

ＶＲ１（左）点滅速度を設定 

ＶＲ２（右）キャンセル時間・・・・モード１～２ 

      車速パルスの距離値・・モード３～７ 

           （モード０は無関係です） 
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Ver 履歴 

  Ver1.00                 初版リリース 

                    点滅回数によるオートキャンセル機能とする 

 

    Ver2.01  2021.07.13     回路構成変更（設定・ＭＰＵの容量アップ） 

                    動作を時間・距離・速度で対応に変更 

                            機能は車線変更動作・交差点動作とし、車線変 

              更は時間キャンセル（回数では点滅速度で変化 

              する為）、交差点動作では距離および速度でキャ 

              ンセル動作するように変更 

 

              2022.08.15    W800 への応用参考を説明書追記 


